
ています。

巻頭にあたりまして，本特集号に掲載いたしました論

文・報文群に共通する研究開発への取組み姿勢などにつ

き述べさせていただきます。

1．本特集号の特色

今回企画しました橋梁・土木特集号は，先に述べまし
た技術領域のうち，橋梁，港湾構造物，防音，建設副産
物処理に焦点をあて，材料，解析，設計，製作，検査，
施工面におけるここ数年間の研究開発の成果を収録して
います。
とくに，ケーブル，橋梁関連に多くの頁をさいており

ますが，その理由の第一は，関門橋から本州四国連絡橋
にいたるわが国の長大吊橋プロジェクトに関して，主と
してケーブル分野で貢献させていただいた技術をまとめ
させていただきたかったこと，第二は，次期超長大橋プ
ロジェクトに向けた研究開発状況をお促 開硲
設コスト縮減動向に対しましても，新材料，新構造形式，
新検査技術などに取組んできておりますので，これらに

群三は で首お𦾔改は 術 舨 ています。たとえば，材料面では，材料研究所・鉄鋼カンパニー・アルミ銅カンパニー・溶接カンパニーと，解析・実験面では，機械研究所・コベルコシステム・コベルコ科研などと連携しています。最近の傾向として，解析・実験面では，土木出身者ばかりでなく，航空・機械・造船出身者の役割が大きくなってきています。3．今後の社会情勢の変化に向けて政府調達協定が発効し，建設

工事分野においても，大型公共工事では内外無差別が原

則となりました。このような市場開放が進む中で，より

効果的かつ効率的にわが国の社会資本整備に参加させて

いただ 591で内品傾向とが同殊及術率摘，一僧=栗

本特集号は，主として土木鋼構造物関連の最近の研究

開発の成果をとりまとめたものですが，それらの多くが

社内横断的にいろいろな専門分野の研究者・実務者珊が
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